2.8 障害時対応方法(アクセスPF→光アンバンドル)

光アンバンドル業務支援システム、アクセスPF、およびネットワークの障害時対応方法を表２．８-１　障害時対応方法に示す。

表 ２.８‑１　障害時対応方法
	項番
	障害発生箇所
	対処内容

	
	
	光アンバンドル

業務支援システム
	アクセスPF

	1
	光アンバンドル業務支援システム
	バックアップデータより障害発生直前の状態までデータベースの復旧を行う。


	通常のバッチ処理で保留引込線転用情報等の作成を行う。

（ファイルの転送は光アンバンドル業務支援システム復旧後に行う）

	2
	アクセスPF
※障害がN日以上解消されない場合、項番4の対処を行なう。(Nは差分データ蓄積可能日数)
	対処なし
	バックアップデータより障害発生直前の状態までデータベースの復旧を行う。

復旧後、通常のバッチ処理で差分データを取得し、保留引込線転用情報等への作成・転送を行う。


	3
	ネットワーク

※障害がN日以上解消されない場合、項番4の対処を行なう。(Nは差分データ蓄積可能日数)
	ネットワーク復旧後、通常のバッチ処理にてネットワーク障害発生時からの差分データの反映を行う。

	通常通りの差分ファイルの作成を行う。

（ファイルの転送はネットワーク復旧後に行う）

	4
	障害によりアクセスPF側からN日以上データ取得ができない場合

(Nは差分データ蓄積可能日数）
	アクセスPFから差分ファイルを媒体で取得し、保留引込線転用情報等の反映を行う。

障害復旧後、通常のバッチ処理で差分データを取得し、保留引込線転用情報等の反映を行う。


	前日までの差分ファイルを媒体に出力し光アンバンドル業務支援システム側に渡す。

前日までの差分ファイルを削除する(当日分の差分ファイルは通常通りに出力する）。
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